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熱中症の予防について 

 

 梅雨の候、保護者の皆様におかれましては、本校の教育活動にご理解とご協力

をいただき、心より感謝申し上げます。 

 さて、６月に入り気温・湿度ともに高い日が多くなり、児童の熱中症が心配さ

れる時季となりました。学校では、新型コロナウィルス感染予防に配慮しながら、

熱中症予防を行う観点に立ち、下記のとおり対応をしてまいりますので、ご理解

とご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

 １ 登下校時について 

（１）原則としてマスクを着用しますが、汗をかくような場合は、マスクをず

らして呼吸が苦しくならないようにします。その際、密にならないよう 

間隔を空けて歩き、会話を控えます。 

（２）歩く距離が長い場合は、適宜水分補給をします。その際、ほかの子の水

筒から分けてもらうことはしません。 

（３）お子さんの通学距離や体力等に応じ、保護者の判断でクールネック等

の使用を認めます。（教室でははずします） 

 

 ２ 学校生活について 

（１）屋内では、原則としてマスクを着用しますが、屋外での学習活動や体育

の授業、外遊びでは、ほかの子との間隔を空けるようにし、マスクを外

したり、ずらしたりします。（適宜水分補給をします） 

（２）屋外や体育の授業から戻った際は、手洗いを徹底し、水分補給をします。 

（３）教室の室温が３０度を超える場合や湿度が高い場合は冷房をつけ、お

おむね２５度～２８度に保ちます。 

（４）冷房をつけているとき、窓や扉を少し開け、扇風機を回して換気をよく

します。休み時間には窓を全開にして、空気を入れ替えます。 

 

 ３ その他 

   ○児童の健康・安全を第一として考え、ご家庭でもお子さんへの意識づけ

をお願いします。 


